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(1)学校に対する

ニーズ  

 

 

 

 

 

                                  対     象  

生徒 保護者 地域住民 企業・進路先等  

①進路実現に向けた指導 

②興味深く、わかる授業

及び技能・技術の習得 

③達成感を育む充実した

学校生活 

④資格取得指導の充実 

①安心・安全な学校生活 

②細やかな指導と情報提

供による進路目標実現 

③授業及び実習を通して

の人間形成 

④基本的生活習慣の確立 

①地域産業の担い手育成 

②人的・物的教育財産の

活用（情報発信と設備・

施設の提供） 

 

①明るく、意欲的な態度  

②社会人として通用するも

のの見方､考え方､行動  

③総合的専門高校として地

域に貢献できる人材 

 

(2)学校に影響を

与える変化 

 

①生徒の学力・理解力及び目的意識の変化 

②生徒を取り巻く生活環境や経済状況の変化 

③地域産業の復興状況 

④少子化による入学生の減少と教育予算･職員の減少 

⑤支援を必要とする生徒の増加とその対応 

⑥学科再編の実施（H31) 

(3)パートナーと

の関係 

 

 

 

 

パートナー 

Ｐ Ｔ Ａ ・ 同 窓 会  教 育 委 員 会  他 （ 地 域 ・ 関 係 機 関 ）  

①学校教育活動の理解  

② 情報発信と協力関係強化  

③ＰＴＡ活動や学校行事を通じた

連携強化 

① 総合的専門教育への指導助言 

②こころとからだのケア取組への

支援  

① 学習及び生徒指導への相互理解

と連携強化  

②定期的情報交換  

③地域の人材活用 

２ 目指す学校像 

 

 

 

 

専門教育・人間教育を実践し、地域・時代を支える自立した人間を育成する学校 

【命を守る】礼節のもと、生徒が安心して学び、明るく安全に活動できる学校 

【命を使う】基礎学力の向上と専門性の追求を通し、創造力と学びに向かう力を育成する学校 

職業観・勤労観を育み、主体的に進路を開拓できる力を育成する学校 

【命を支える】：敬愛のもと、気仙地域の総合的専門高校として、地域に貢献し地域から求められる学校 

３ 今後の取組方針 

＊学校への信頼度 

・保護者95％ 

＊自己肯定感60％ 

＊授業公開/参観 

・100％/2回以上 

＊授業がわかる 

  国80％ 数65% 

  英６５％ 

＊基礎力の県平均に

対する割合 

 国75％ 数65% 

      英70％ 

＊家庭学習時間 

 2h以上 8％以上 

 1H未満50％未満 

＊図書貸出 

一人2.7冊/年 

＊校内巡回 

全出校日 

＊ＨＰ更新８０回/年 

＊ＰＴＡ総会出席率 

・25％以上 

「生徒に求めるものは自ら」のもと、教育者であること教師であることを追及する 

◇ 学力・授業力の向上 

(1) 朝読書を通じて読書習慣の確立と読解力と豊かな情操の育成を図る。 

(2)「書くことは考えること」をテーマに、教育活動全般において書くことを強化する。 

(3）「わかる」「できる」を求める授業 

①「つながり」、「アウトプット」を重視した授業を展開する。 

②授業改善を推進するために、すべての授業者が年１回以上授業公開を実施する。 

③基礎力確認調査、授業評価等を活用し、授業の改善を推進する。 

④授業内容の定着を図るために、授業外での学習の実態把握と強化を図る。 

◇ 生涯にわたり進路をデザインする力の養成 

（1）高い進路目標にチャレンジできるよう、各種事業･ガイダンスを通じて進路に対する課題意識・目的意

識を育成する。 

（2）進路目標実現のために、課外等による個別指導の充実を図り、学力向上に努める。 

◇ 豊かな心の育成 

（1）「良質な言葉で学校を包み込もう」をテーマに、挨拶・マナー指導、情報モラル教育の徹底を図る。 

（2）いじめ等の未然防止に努めるとともに、善悪を判断できる心を育てる。 

（3）生徒の悩みを把握し、適切な指導ができる教育相談活動の充実に努める。 

◇ 地域とつながる専門教育 

（1）文化祭、スプリングフェスタ、チャレンジショップ、課題研究発表会を通して、地域に成果を発信する。 

（2）地域の商工会・企業との連携による学科の特色を生かした実践研究を推進する。 

（3) 小・中学生に各学科の教育内容の理解を深めてもらう活動を展開する。 

(4)気仙地域の工業教育のあり方を検討し、工業科の学科再編の準備を進める。 

◇ 開かれた学校づくり  

     （1）ＰＴＡ、同窓会と学校経営方針を共有し、協働して目標の実現に当たるとともに、10周年記念事業を成

功させる。 

（2）学校評議員、地域・保護者の意見・要望に誠意を持って迅速に対処する。 

（3）ボランティア活動や地域イベント等での交流を通して、地域との関わりを深める。 

（4）学校ＨＰ、メール配信、各種会報による情報発信を充実し、学校への理解を高める。 


